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母親 大学教育観

l 調査の目的・内容

1 )調査の目的

情報化、国際化、少子、 高齢化社会の到来など、激的に変化の時代で大学の中身も

大きく変わりつつあります。大学受験の進路・進学の選定にあたって、女子高生の母親

が子どもの大学受験に対する考え方やこれからの生活設計について、どのようなことを

考え期待しているのか。親は子どもの希望を育む情報を積極的に与えてやることが大切

かと思う。また、子育てや職業生活が終わった後の人生をどう生きるかという課題等、

将来をみつめた子と、ものライフデザインについて、家庭内でも充分話し合うことも求め

られていると思う。教育の価値観が変化する中で、女子高生の母親が子どもの大学受験

や生涯学習時代にむけたこれからの生活設計について、どのようなことを考え、希望し

ているのかなどについて明らかにしたい。

2)調査の内容

大学は社会の期待に応えるため、それぞれ独自の立場からいろいろ具体的な内容につ

き取組みがなされつつあります。

この調査では、これらの取組みについてI 教育一般に対する考え方 E 教育内容

の方針について E 学生募集や教員採用の状況 W 施設・設備の準備状況

V その他 の5つに分けて質問しました。 それぞれの内容についてと、の程度必要

だと思うか。必要の程度の尺度は、次の5段階に分けました。

1 全く必要でない

4 わりに必要である

2 あまり必要でない

5 非常に必要である

3 どちらともいえない

この5段階のうち、それぞれの項目に対する考えに最も近いところの数字に O印をつ
ける方法である。

2 調査の対象・方法

M学園女子高等学校3年生330人 (8学級)のその母親。

学級担任による内容説明(平成5年 12月20日)後、自宅に持ち帰り記入。

回収は平成6年1月8日。回収率 19. 8% 

親の年齢 (表1).子どもの数 (表2)

3 結果および考察

CA)母親の大学教育観(表3) (表4)と学生募集について(表5)および施設・設備

について(表 6)の関わり

*教育一般に対する考え方教育内容の方針についてJ r施設・設備についてj
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「学生募集についてj それぞそれ全体の平均をだしてみると教育一般・教育内容に

ついてと、施設・設備等の

関わりは連係されるものでも

親の意識や関心がわりに高

い傾向である。子どもには

豊かな人間性を育んでくれ

る教育を願い、 『実践的な外国語能力Jを身につけ、 「国際感覚を養成j し、教育に

は個人の主体性・独自性の成長を願っていることが強くあらわれている。具体的な教

育内容については、 「少人数教育で丁寧な講義J r進路相談を重視し、社会にでてす

ぐ役にたつような教育J rOA機器を用いた教育で資格取得に役立つ設備j等、社会

にでるための援助を中心にした知識や技能を必要としている傾向があらわれている。

また、 「短大から併設大学の編入l、 f他大学との単位互換制度の実施j等教育制

度に期待を示している必要性がみられる。

* 学生募集についての関わりは比較的、関心がなく消極的である。しかし「外国人学
生の積極的な受入れ r帰国子女の受け入れ体制の完備J r外国人留学生のための日
本語教育の充実j等には比較的関心があり、わりと必要とされている。 r社会人の積

「教育一般に対する考え方j …… 4. 0 

「教育内容の方針についてj ……. 3. 9 

「施設・設備についてj ………… 4. 0 

「学生募集についてj ……………. 3. 5 

極的な受け入れj については、ゃ、関心がうすいようである。

(B) 女子高生の志望と母親の大学教育観の関わりについて

* 4大(文系・理系)志望の親は、 「社会人の積極的な受け入れJ r社会人入試j
昨士会人大学院の設置J r夜間大学院の設置j等に非常に関心が強い。生涯学習に対

する需要が増大しているなかで、教育水準の向上、価値観の多様化等を背景に学習要

求は多様化・高度化しており、 「いつでも、どこでも、必要に応えて学習できる社全i

に入学制度の検討、実施を期待するものである。両親の高学歴ともども、子どもにも

4大へという希望があらわれている。 く有意であった要因効果を示した>

* 理系 (4大・短大)志望の親は、 「施設・設備についてjの関心が強L、特に「資
格取得に役立つ設備があることjに強い希望を期待している。これは大学卒業しでも

就職難という大きな課題が悩みであろう。〈有意であった要因効果を示した>

* その他として「大学に対する期待j として4大(文系・理系)志望の親は、 「入学
は易しく、卒業は難しく j を強く期待している。親のアンケートVIの意見から受験勉

強に追われたためか大学を遊び場とまちがっている。巾広い学問の習得が不十分であ

る。現在の高校教育は余りに受験目的に傾きすぎている。高校生までに社会人として

巾広い知識、徹底したしつけ教育が必要である。等人間育成に身を入れて、学びたい

人は誰でも入れるような大学にすればよい。入試は簡単、卒業は厳しく。親の要望・

意見であった。く (pく.05)有意であった要因効果を示した > 

CC) 母親の年齢と大学教育観との関わりについて
* 親の年齢が高くなればなるほど「留学や教育の国際イ己jが重要視する傾向がみられ
る。子どもの社会性を育てる上で、人との接触は最も基本的なことである。さらに、

国際間へと広げることのできる機会や場を必要としている。趣味・文化、学習・教育

F
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スポーツ・福祉等、巾広い分野にわたる社会参加活動が活発にさせている。

* 親の年齢が高くなればなるほど、教育内容の教育制度改革を重視しでいる。 r短大
から併設大学への編入他大学との単位互換制度の実施 rアジア圏の語学教育の

重視Jなど大学や専門学校が連携しあっていけば、入試制度も変わるだろう。

(D) 子どもの数と母親の大学教育観との関わりについて

* (( 1人の場合 》一一 「豊かな人間性の酒養J r社会生活の基本ルールを身
につけ、世間に通用する常識を教えるj等人間性を育てる期待が非常に強い。

* << 2人の場合 》一一 「教育一般に対する考え方jすべてに調和のとれた取

り組みである。特に「国際感覚の育成・高度な専門的知識をもった教師jを強く希望

している。<子どもの要因の主効果あり (p<.05 ) > また、教育には「個人の主

体性・独自性の成長Jを期待してし情。 大学の新しい「教育制度j に期待を示して

いる。 く子どもの要因の主効果あり (p<.05 ) > 

* (( 3人の場合 》一一ー 「社会人の積極的な受け入れJには消極的である。 r

教育には社会生活に通用する常識を身につけさせ、時代に併せて新しい試みを取り入

れながら、高度な技能を拾得させるj取り組みが必要である傾向を示している。大学

の『教育制度Jの改革も重要視している傾向がある。

4 まとめ

O 学校教育は、生涯学習の基盤を培う重要な役割をもち、初等・中等教育の段階では

生涯にわたる学習を行うために、必要な基本的な能力と意欲・態度を育成する上で重

表 l
f 2. II!の咋帥

43線以下 66 
(25.1 ) 

H -4710¥ 121 
(46.0) 

一相 51織 53 
(20.2) 

52級以 L 23 
(8.7) 

If 263 
000.0】

I)lM'内はパーセント

f 3. 子どもの敵

白人

"、牢校入学制 258 
(98.9) 

小学生 247 
(94.6) 

中高校生 3 
(1.2) 

大学生 194 
(74.3) 

11会人 211 
(80.&) 

要である。高校生の段階から、将来の進路をきちんと決めておくこと

が必要である。そして、情報化、国際化、少子、高齢化等変化する時

代のなかで大切なことは、生涯学習時代にむけた新しい視点からの進

路を見つめる必要がある。

O 大学受験の進路・進学の選定にあたって親が留意すべき点

子どもの未来への希望を実現させてやる思いやりをもつこと。

進路の決定は子どもにとって自立へのチャンスである。 独立心

がもてるように上手にアド、パイスする。(希望を育む情報)

I人 2人

3 。
(1.1) (0.0) 

14 。
(6.4) (0.0) 

143 104 
(65.0) (40.0) 

66 2 
<24.9) (0.8) 

39 11 
(IU¥ (U¥ 

表2

3人

。
(0.0) 

。
(0.0) 

10 
(3.8) 

。
(0.0) 

。
(0.0¥ 

AI 

261 
(100.0) 

261 
000.0) 

260 
000.0) 

261 
000.0) 

281 
(100.0) 

O 家庭の中での父親のかかわり方

日本では、子どもの相手を「積極的にや

っているJという父親は半数に満たなL、
今回「ご両親の大学に対する意見j を伺っ

たところ 39名(I8. 4%)の回答でし

た。父親が家庭内のことをすべて母親に押

しつけているため、母親は生涯学習などの

新しいライフスタイルに挑戦することもで

きないという指摘をうけている。新しい時

1)1，'弧内11パーセント 代の女性、特に母親の豊かなライフデザイ

ンを実現させるためにも父親が家庭生活・家庭教育の場に積極的に参加してもらいたい。
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表4
n.教(f内符の指針について

平均 I SD 

1.熱心でわかり易く、丁寧な講義 I 4. 4 I O. 7 
表3 10 実用的なa語学教育的iIt視 I 4. 4 I O. 7 

1.教育ー・般に対する考え方 13.学生の進路制緩町iIi:続 I 4. 3 I o. 7 
話下SD 2.対話・討論期の授業 I 4. 1 I O. 8 

6.実践的屯外商務能力の鷺繊 I 4. 5 I o. 7 ~ .少人般教育 I 4. 0 I O. 7 

I~. 主体性のある行動力を構うこと I 4. 5 I O. 6 7. !J:，会に山てすぐ役にすーっような教育 I 4. 0 I O. 8 

!干峨か叫問併の時 1. ~ゴJO.:.!-I 1 11 短大から併殺大宇人の編入 | 4. 0 I O. 8 
. 回 一一一一一一ー一一一 一-4 .教育熱心な教師bわること 4.410.811 ~.刊に詳細な慢難問抑制こ附 1 3. 8 1 O. 8 

19. ~l分の道C;I:肉分で切り開くような術専 I 4. 4 I O. 7 fj. 殺怖による綬l'iのjf1!め}jO>i."l.持 I 3. 8 I O. 8 

20 各自の円標をもたせること I 4. 4 I O. 6 9. l!'I: ìd" t，正 OA機iI~を 111いた敏 (f I 3. 8 I o. 7 

2.制造性(ひらめき}の育成 1 4. 3 1 o. 7 1 1 12 他大学との 111.f.t.rH~制度の実施 I 3. 7いo目 q 

15. *1 余生活の器本J~ールを身につけること 1 4. 310. 811 8.や'J:.が企業の現喝に111向いての実切 1 3. 6 1 1. 0 

11.総命的伝判断力的行成 1 4 川 O. 7 11 14. .，ジ7聞の傾学教育の賞倶 1 3. 6卜O. 8 
11¥. I司際鶴見を養うこと I 4. 2 I O. 7 I I i一一←王斗 醐不良者への積酬な退学僻 1 2. 8いo 

l札脅慨的制・しい知機の育成 I 4. 2 I O. 7 I - 一一一一一一一一一一
11 宇業以外的人物評価の眠続 I 4. 1 10. 8 

22 チャレンフ続神的電視 4. 1 I O. 8 表5

27.強い意志をもった人材の育成 4. 1 I O. 7 

I 25. M}tf~;fliji:'t;~I: 恒例脅し叩~-t-~~.I+-~25.各分野の高肢は担1織・伎術を身につけた専門家の育成 I 4. 0 I O. 8 1.外同人開学生の稿係的な受入れ

8 . 11会的期待に応える敏飾的意織改草 I 3回 目IO. 9 6.学生の儒学機会の批充 3. 8 I O. 8 

1.学構:jA'itl知織よりIf!聞に通則する常識を教えること I 3. 8 I O. 9 8.外I明人青1学生のための日本絹教育の充実 3. 6 I O. 8 

26. '，:叶rの講義1こ対寸る要期を前報的にとり入れていること I 3. 8 I O. 8 9 . ";:'1'.0>要求を取り入れたJ..;';:i."l.・下 3. 6 I O. 8 

9.大学の校風の維持

行問 l一一一一一』丹誌詰25一日間12. I1由太学の学宥も交えた大学野偏の導入

V.その他

r ! 日一母国

l且噂門幅1舗iより舗Ii:い教?をの!li:11t I 3. 7 I O. 8 

21.様々は学生を恨めて刺激じ合うこと I 3. 1 I O. 8 

28.男女共学 1 3. 6 1 O. 9 

5 教符よりも研究能力のある教師がいること I 3. 5 I o. 8 

3.学生による綬業野f高の実施 I 3. 4 I O. 9 

23. 2学期悦の樽入 I 3. 2 I O. 7 

表7

-"~"'-'ー一一-刊早
平陶 SD 

1.間前料亭人宇最長官旨(Ul.抗的1¥1明町特滅】 4.4 0.8 

4.人宇1'"易< (礁でもλれる大学}串換は慢し〈 4.2 0.9 

2.大学入紙制度の改革 4.1 0.9 

6.社会に聞かれた大学(I1!14 It舎への"It.公開鵬峨} 4.1 

7.外人教師の擦問 4.0 0.8 

3.枇会人教関の11m 3.7 0.8 

6.大学敏掬には則f脅していない 3.3 1.2 

10.女子教育O)Jfi:視 I 3. 5 I O. 8 

一一一一一一一一一『一一一一一-4. "余人入試を、学綿進学者とは別枠で実施 I 3. 4 I O. 8 

2.夜間大苧院の綾罰

5.社会人大学i院の投開

1. 学't~目的梅外研修

11.海外の大学の分校をH本に殺開

表6
W 施設・殺簡について

3. 3 I ，. 0 
~. 3 I o. 9 

3. f I O. 9 

2. 9 I O. 9 

SD 

4. 4 I O. 7 

I . 1ft竺竺竺竺竺空乞1_4三l土よ
| 一 ー リ帯明怖いことI4二;.1+

5.関pf館の開館時間が長いこと I 4. 2 I 0. 7 

3.1'=1;.竺:JFF12fハク人前ρ 制仰どの蜘 1 4. 1 1 O. 7 
2.キャンパス内の緑地整備 I 4. 0 I O. 8 

一一一一一一一一一ーと竺竺L房設備の充実 14. 0 I O. 8 
8.地峨住民も削lできる臨舗がh ンパス内にあること 3. 0 11. O 
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